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令和８年 1 月２９日（木） 午後 2 時 

川口市役所 第二本庁舎 ６階 会議室 
 
 
 



 



 
次      第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 事務局挨拶 

４ 議題 

（１）青少年対策室関連事業の実施状況について ……… １ 

（２）その他（連絡事項等） ……………………………… ８ 

５ 閉会 

 

 



議事（１） 令和７年度青少年対策室関連事業の 

実施状況について 

 

１ 青少年非行防止キャンペーン 

 

（１）趣 旨 

青少年の非行防止について市民の意識を高めるため、警察・行政及び関係団

体等が相互に協力・連携し、街頭キャンペーン活動を実施し、青少年の健全育

成の推進と「安全で安心して暮らせるまちづくり」の一層の推進を図る。 

 

 （２）場 所 

   ＪＲ川口駅(東西口ペデストリアンデッキ)、ＪＲ東川口駅頭（南口広場） 

 

（３）参加協力団体 

青少年育成協議会、川口市青少年育成推進員協議会、川口市青少年相談員協 

議会、警察署少年非行防止ボランティア連絡会、川口たばこ商業協同組合、 

川口市民生委員児童委員協議会、川口市立高等学校 

 

 （４）内 容 

     駅頭付近でキャンペーンを実施し、啓発品を配布 

     ※夏は防犯キャンペーン（防犯対策室）と合同で実施 

 

（５）実 績 

   令和５年 ７月２０日（木）／川口駅頭  参加者１１２人 

１１月 ７日（火）／東川口駅頭 参加者 ３１人 

令和６年 ７月 ４日（木）／川口駅頭  参加者 ７７人 

１１月１２日（火）／東川口駅頭 参加者 ２４人 

令和７年 ７月 ２日（水）／川口駅頭  雨天により中止 

１１月１２日（水）／東川口駅頭 参加者 １６人 

 

（６）昨年度からの改善状況等 

    ○昨年度から変更したウェットティッシュと防犯対策室の啓発品と併せて 

配布。受取率が上昇して、参加協力団体から好評だった。 

 

（７）今後の課題 

〇戸塚地区の啓発活動への参加者が減少傾向にある。引続き地元への協力 

を求めていく。 

〇非行をする年代、その親世代への効果的な周知方法を検討していく必要 

     がある 
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２ 通学合宿 

 

（１）趣 旨 

子どもたちが親元から離れて共同生活をしながら通学することにより、家庭

の大切さを理解するとともに、年齢の異なる子ども同士のふれあいや、大人と

のコミュニケーションの中から、人間関係を深めることにより、「生きる力」を

はぐくむ。 

また、この体験を通じて、子どもたちが自分の住む地域に誇りと愛着をもて

るように、地域の大人たちが連携することにより、地域づくりにもつなげてい

く。 

 

（２）対象者 

     会場となる公民館周辺の小学校に通学する４～６年生 

 

 （３）参加費 ３，０００円（食事代などの実費） 

 

（４）実 績 

 令和５年 ９月２０日～２３日／芝公民館   参加者 １６人 

    令和６年 ６月２６日～２９日／領家公民館  参加者 １７人 

        １１月２０日～２３日／青木東公民館 参加者 ２０人 

    令和７年 ６月２５日～２８日／安行東公民館 参加者 ２０人 

１１月２６日～２９日／新郷南公民館 参加者 １７人 

 

（５）昨年度からの改善状況等 

    〇登下校時の引率や買い物、入浴、食事など生活全般に係るサポートに 

ついて、多方面からの協力が得られた。 

（地区青少年育成協議会、川口市青少年団体連絡協議会登録団体、 

川口市食生活改善推進員協議会など） 

    〇生活指導者が若年層を中心に７、８名参加してくれたことにより 

子ども達をより安全に見守ることができた。 

 

（６）今後の課題 

〇銭湯などの入浴施設の減少（遠方への送迎手段の確保等） 

〇学校や公民館行事との調整（学校行事の日程等） 
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３ こども自然体験村 

 

（１）趣 旨 

野外生活を通して、自然や環境への理解を深めるとともに、異年齢の人たちと

の共同生活の中で、自主性、協調性、忍耐力、社会性、思いやりの心を育むこと

を目的とし、実施するもの。 

 

（２）対象者 

   小学５年生～中学３年生 

 

（３）参加費 

   １０，０００円（食事代などの実費） 

 

（４）実 績 

 

応募総数１４０人、応募倍率３．５倍 

 

令和７年７月２７日～２９日／小平の里（群馬県みどり市） 

    参加者４０人（男子２０人 女子２０人） 

 

 （５）昨年度からの改善状況等 

    〇新たな顔ぶれの頼もしい若者たちが大勢集まってくれて今後の繋がりも 

期待できる。 

    〇キャンプリーダーの頑張りもあって、参加した子ども達が生き生きとして 

楽しそうだったことが何より有意義だった。 

 

（６）今後の課題 

〇リーダーとなる若手キャンプ指導者の継続的な確保 

〇現場における安全性の更なる確保（熱中症対策、ゲリラ雷雨等） 
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４ 川口市七つの祝い 

 

（１） 趣 旨 

  来春、小学校へ入学する子どもたちの健やかな成長と門出を祝福するため、

対象者を招待して、青少年団体によるアトラクションや記念品の配布、ポイ

ントラリーを実施。 

 

（２）会 場 川口市グリーンセンター 

 

（３）内 容 

①アトラクション ９：００～１０：００ 

会場の入り口付近にて、初午太鼓による演技披露。 

 

②記念品等の配付 ９：００～１２：００ 

記念品（自由帳・鉛筆・消しゴム）と市長からのメッセージカードを 

ボーイスカウト・ガールスカウトから配布。 

 

③ポイントラリー ９：００～１５：００ 

プレイリーダー協議会や青少年相談員協議会などで実施。 

 

④その他 対象児童及びその家族は、グリーンセンターへの入場無料。 

 

（４）実 績 ※開催日は１０月の第２日曜日又はスポーツの日 

     令和５年 参加者（児童）  １９８人（対象者：４，６９８人） 

※雨天のため、アトラクション・式典・ポイントラリーは中止 

    令和６年 参加者（児童）  ９８４人（対象者：４，５７０人） 

    令和７年 参加者（児童）  ９７８人（対象者：４，４２８人） 

    ※令和７年度から式典の廃止。 

 

 （５）今後の方針 

     令和８年度からはメッセージカードにグリーンセンターの入場券を添えて

郵送し、１日だけではなく指定した日程の中で好きな日に行けるようにする予

定。 
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５ 川口市子どもの生活・学習支援事業 

（１）目 的 

生活困窮世帯やひとり親家庭は、家族の養育や健康面の不安など生活の中に

多くの問題を抱えているため、生活の中で直面する諸問題の解決と子どもの生

活・学習支援を図り、地域での生活を総合的に支援し自立した生活を確保する

ことや貧困の連鎖の防止を目的とする。 

 

（２）対象者 

川口市内に居住する小学３年生から６年生と中学生、高校生等で生活保護を

受けている世帯、ひとり親世帯、就学援助を受けている世帯等 

 

（３）事業内容 

市内の公民館等において、学習習慣や基礎学習の定着、進学のための学習支

援教室を開催。また、進路や勉強に関する相談対応や体験学習、生活習慣等の

相談事業を実施。その他に調理実習等の食育支援、就労支援など子どもに生き

る力をつけさせて自立を促し、貧困の連鎖防止につながる支援を行う。 

 

（４）委託業者 

   （平成２９年度～令和２年度）子ども部 子ども育成課 所管 

一般社団法人 彩の国子ども・若者支援ネットワーク 

    （令和３年度）青少年対策室へ事業移管 

一般社団法人 彩の国子ども・若者支援ネットワーク 

     ※受験クラス運営についてはＺ会ホールディングスへ再委託 

（令和４年度～令和６年度） 

株式会社トライグループ 

    （令和７年度～令和９年度） 

     株式会社トライグループと長期継続契約を締結 

 

 （５）会 場 

市内公共施設の１８か所 

 

（６）昨年度に引き続いての地域や企業との協力状況 

   ○包括連携協定によりセブン-イレブン・ジャパンによる商品開発企画や 

日本生命保険相互会社によるバスケットボールリーグの観戦イベント 

などに関する体験を提供した。 

    ○委託事業者による親子で埼玉スタジアム見学ツアーを実施し、生活困窮世帯

等への体験活動を提供した。 

 

（７）今後の課題 

    〇参加申込者の増加に対応した会場の確保。 

    〇参加者の出席率向上。 

〇施設の老朽化などにより、実施会場が利用不可となる可能性があること。 
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６ アドベンチャープレイ事業 

（１）趣 旨 

      近年都市化、核家族化が進む中、遊べない子、遊ばない子が増え、また、 

あそびそのものの貧困さが目立ち、子どもたちの心身の発達に大きな影響が 

生じている。 

     このようなことから、子どもたちの中に、豊かなあそびを復活させるため、 

子どもたちの冒険心、好奇心を刺激し、自主性、創造性、社会性を高める 

アドベンチャープレイ事業を実施し、児童の健全育成を図るもの。 

 

（２）内 容 

①前川第６公園、南平児童交通公園内にあるプレイリーダーハウスを中心と 

してあそびの提供や遊具の貸し出し、工作などのイベントを実施 

  ②こどもまつり、新春伝承あそびまつり、わんぱくまつりなど各種イベント 

を実施 

    ③プレイリーダーの資質向上を図るための研修会の実施 

 

（３）実 績 

    令和５年度 利用者数 のべ４０，７１８人 

   令和６年度 利用者数 のべ３５，１７０人 

    令和７年度 利用者数 のべ２４，１６７人（１２月末月時点） 

 

イベント実施状況 

○こどもまつり   ５月１０日（南平児童交通公園） 

        こども ４０人  おとな ５０人 

   ○わんぱくまつり １２月 ７日（前川第６公園） 

こども ３００人  おとな ２００人 

    〇新春伝承あそびまつり １月３１日（南平児童交通公園）予定  

 

 （４）昨年度からの改善状況等 

    ○ホームページなどを積極的に活用した広報を実施することができた。 

〇学校や警察と連携することで、安全・安心な運営が図られた。 

    〇確実な人材確保を目指すため、ハウススタッフの労働条件を改定。 

 

（５）今後の課題 

〇プレイリーダーの高齢化 

〇現場における安全性の更なる確保（熱中症対策、ゲリラ雷雨等） 

〇問題行動を行う児童やその保護者への接し方など 
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今後開催される本年度の事業・イベント 

 

７ 親と子の音楽会 

日時：令和８年２月１５日（日）午後２時～３時４０分 
   会場：川口市立南平文化会館 ホール 

   内容：（第１部）川口市立西中学校音楽部による合唱 

(第２部）川口市民オーケストラによる演奏 

(第３部）ジョイントステージ 

 

８ 明るい街づくり運動推進大会 

  （小・中学生作文コンクール授賞式） 

日時：令和８年３月７日（土）午後２時～３時（開場 午後１時３０分） 
会場：川口市立青木会館 

内容：式典（表彰式、大会宣言） 
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議事(２) その他（連絡事項等） 

 

【令和８年度川口市青少年問題協議会スケジュール（案）】 

 

○第１回協議会 令和８年６月開催予定 

○第２回協議会 令和８年１２月～令和９年１月開催予定 
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川口市マスコット 

「きゅぽらん」 


